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第14回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

　

５
月
15
日（
金
）、
鶴
居
村
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
第
14
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
最
大
限
配
慮

し
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

書
面
で
の
議
決
権
行
使
を
推
奨

し
、
出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
、
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
を
図
っ
た
上
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
綱
領
を
出
席
者
全
員
で
斉

唱
し
、
武
藤
組
合
長
か
ら
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
定
足
数
、
正
組
合
員
総

数
３
４
４
名
に
対
し
、
出
席
組
合

員
数
３
０
２
名（
本
人
出
席
19
名
、

代
理
人
出
席
1
名
、
書
面
議
決
２

８
２
名
）に
よ
り
総
会
は
成
立
し
、

議
長
に
音
別
地
区
・
佐
藤
一
哉
氏
、

副
議
長
に
鶴
居
地
区
・
菱
沼
和
也

氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
し

ま
し
た
。

　

決
算
報
告
、
議
案
第
１
号
か
ら

議
案
第
12
号
迄
、
及
び
報
告
事
項

に
つ
い
て
順
次
上
程
さ
れ
、
議
案

第
12
号
で
は
新
役
員
と
し
て
折
笠

文
則
氏
が
選
任
さ
れ
、
提
案
事
項

は
全
件
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
ご
出
席
並
び
に
事
前
に

書
面
議
決
書
を
提
出
頂
き
ま
し
た

組
合
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
当
Ｊ

Ａ
事
業
運
営
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

閉会挨拶 監事監査報告 議案説明

（左）佐藤議長　（右）菱沼副議長

1



　

第
14
回
通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
我
々
は
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
、
未
知
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
中
、
感

染
防
止
対
策
を
最
優
先
し
、
書
面
で

の
議
決
権
行
使
を
推
奨
し
な
が
ら
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
事
に
御
理
解
願

い
ま
す
。

　

令
和
と
改
元
さ
れ
丸
一
年
が
経
過

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
日
米
貿

易
協
定
等
々
立
て
続

け
に
メ
ガ
サ
イ
ズ
の

経
済
連
携
協
定
が
発

効
さ
れ
、
国
際
貿
易
自

由
化
の
荒
波
に
の
ま

れ
、
将
来
不
安
が
広

が
っ
た
一
年
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府

は
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
関
連
政
策
大
綱
」
を

改
定
し「
食
料
農
業
農
村
基
本
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
、
食
料
安
全
保
障

を
柱
に
し
、
農
村
を
守
っ
て
い
る
家

族
農
業
・
中
小
農
家
等
に
、
多
様
な

経
営
体
に
も
焦
点
を
当
て
る
と
し
ま

し
た
。
我
々
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
様
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
今
後
と
も
そ
の
行

方
を
注
視
し
つ
つ
成
果
が
出
る
事
を

強
く
望
む
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
の
中
、
生
乳
生

産
は
多
く
の
要
因
か
ら
10
万
１
千
７

３
８
ト
ン
（
前
年
対
比
１
０
０
．

2
％
）
と
現
状
維
持
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
農
家
経
済
は
、

乳
価
の
値
上
り
に
よ
る
乳
代
収
入
と

国
産
チ
ー
ズ
生
産
奨
励
、
畜
産
増
頭

支
援
事
業
奨
励
金
等
に
よ
り
、
前
年

に
比
べ
３
億
９
千
万
円
の
増
収
と
な

り
、
総
じ
て
良
好
な
資
金
運
用
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
組
合
員
の
生
産
基
盤
強

化
対
策
と
し
て
、
農
協
独
自
対
策
を

展
開
致
し
ま
し
た
。
高
品
質
乳
出
荷

奨
励
事
業
に
５
千
８
０
７
万
円
・
草

地
改
良
促
進
助
成
事
業
７
７
７
万

円
・
搾
乳
素
牛
増
頭
対
策
７
２
４
万

円
・
発
電
機
導
入
設
置
助
成
事
業
４

９
６
万
円
・
農
業
施
設
拡
大
支
援
事

業
６
０
０
万
円
の
他
、
生
乳
生
産
基

盤
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
１
億
９
０

０
万
円
余
り
を
融
資
し
ま
し
た
。
結

果
、
当
年
度
事
業
利
益
は
６
千
万
円

と
な
り
、
税
引
後
当
期
剰
余
金
は
１

億
１
千
８
０
０
万
円
を
計
上
し
、
剰

余
金
処
分
に
よ
り
所
要
の
準
備
金
・

積
立
金
に
よ
る
内
部
留
保
の
他
、
特

別
配
当
金
に
よ
る
組
合
員
還
元
を
措

置
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て

関
係
各
位
の
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
世
界
経
済
は
一
変
し
、
海
外
依
存

度
の
高
い
食
料
や
物
品
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
分
断
さ
れ
、
国
民
生
活

の
安
心
安
全
に
も
支
障
を
来
す
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
今
、
国
家
と
し
て

特
に
食
料
自
給
率
を
高
い
水
準
で
担

保
す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
鈴
木
北
海
道
知
事

が
言
う
＂
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
＂

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に

我
々
は
、
国
民
・
消
費
者
に
食
と
農

業
に
対
す
る
理
解
醸
成
を
計
る
為

第
14
回 

通
常
総
会
挨
拶（
要
旨
）代表理事組合長

武　藤　清　隆
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に
、
尚
一
層
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

  
新
年
度
は
「
第
３
次
地
域
農
業
振

興
計
画
」「
Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
」

の
２
年
次
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
ず
機

構
改
革
に
よ
る
事
業
別
事
業
部
制

は
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
化
し
業

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
特
に
営

農
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
指
導
体

制
を
充
実
さ
せ
組
合
員
へ
の
積
極
的

対
応
に
よ
り
、
対
話
を
重
視
し
た
農

家
経
営
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
し
ま

す
。
購
買
部
門
で
は
、
本
所
・
音
別

店
を
Ａ
コ
ー
プ
か
ら
Ａ
マ
ー
ト
へ
運

営
方
法
を
移
行
し
、
収
支
改
善
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
金
融
部
門
は
、
幌

呂
支
所
・
音
別
支
所
の
人
員
見
直
し

を
行
い
、
効
率
化
店
舗
へ
の
移
行
を

図
り
、事
務
所
体
制
を
ス
リ
ム
化
し
、

今
後
想
定
さ
れ
る
信
用
事
業
減
益
へ

の
対
応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
生
乳
生
産
計
画
数
量
は

10
万
３
千
８
２
８
ト
ン
（
前
年
度
対

比
１
０
２
・
１
％
）
で
設
定
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
国
の
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
等
を
利
用
し
、
施
設
整
備

を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
組
合
員

が
出
て
参
り
ま
し
た
。
リ
ス
ク
を
背

負
い
地
域
の
為
・
仲
間
の
事
を
考
え

つ
つ
、
前
向
き
な
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
組
合
員
の
生
産
基
盤

強
化
に
向
け
、
新
年
度
も
積
極
的
な

対
応
を
し
て
参
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、こ
れ
ま
で
の
施
策
の
継
続
の
他
、

新
た
に
「
草
地
改
良
促
進
事
業
」
の

取
り
組
み
に
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
２

万
円
の
上
乗
せ
、
さ
ら
に
は
「
搾
乳

シ
ス
テ
ム
改
善
支
援
事
業
」
を
新
設

し
、乳
質
改
善
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
ど
の
様
に
展
開
す
る
か
に
よ
っ

て
、
大
き
く
社
会
情
勢
が
変
化
す
る

と
考
え
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ

柔
軟
さ
を
持
っ
て
事
業
運
営
に
あ

た
っ
て
参
り
ま
す
。

　

日
本
農
業
新
聞
に
こ
ん
な
文
言
が

あ
り
ま
し
た
。「
早
く
行
き
た
け
れ

ば
一
人
で
行
け
。
遠
く
ま
で
行
き
た

け
れ
ば
み
ん
な
で
行
け
。」
ア
フ
リ

カ
に
伝
わ
る
言
葉
で
、
ま
さ
に
協
同

組
合
の
理
念
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

理
想
は
高
く
、
足
元
は
着
実
に
一
歩

づ
つ
、
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、

本
日
の
総
会
が
遥
か
な
る
高
み
を
目

指
し
て
頑
張
り
合
う
事
を
誓
い
合

う
、
そ
ん
な
場
に
な
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

　

総
会
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
様
な

形
で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
今
一
度
心
を
一
つ
に
し
、
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　

出
席
頂
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆
様

方
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

新理事
折　笠　文　則　氏

新 役 員 就 任 にあ たって の 抱 負
【理事の補欠選任で新理事となった折笠新理事です。】

この度、第14回通常総会で選任を受け釧路丹頂農協理事に就任し

ました折笠です。理事１年生という立場で不慣れなことも多く、不安

な気持ちもありますが、30年間携わってきた生産現場での知識と経験

を生かして、地域、組合員へと還元出来るよう、全力で職務に取り組

んで参ります。皆様のご指導よろしくお願いします。
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釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会

釧路丹頂農協馬事振興会 通常総会

　

４
月
16
日
、
鶴
居
本
所
で

第
15
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農

振
興
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

對
木
隆
司
会
長
は
、「
本

日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
北

海
道
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
い
る
中
、
ご
参

集
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
問
題
に

よ
り
本
総
会
に
つ
き
ま
し
て

も
密
集
を
さ
け
る
事
等
を
考

慮
し
、
開
催
時
間
の
短
縮
及

　

４
月
６
日
、
幌
呂
支
所
で

第
14
回
釧
路
丹
頂
農
協
馬
事

振
興
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
江
崎
勝
三

会
長
は
、「
今
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

感
染
者
が
釧
路
管
内
で
も
発

生
し
、
死
亡
者
が
出
て
お
り

ま
す
。
本
日
の
総
会
開
催
に

つ
き
ま
し
て
も
座
席
の
間
隔

を
空
け
る
対
策
等
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
、
各
種
共
進

会
及
び
釧
路
輓
馬
大
会
へ
の

協
賛
等
を
計
画
し
て
お
り
、

び
書
面
議
決
に
よ
る
開
催
と

致
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

の
事
業
が
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
終
了
し
、
新
年

度
の
事
業
計
画
・
運
営
方
針

等
を
決
定
し
て
参
り
た
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
高

橋
智
久
さ
ん
が
務
め
、
令
和

元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
他
に
つ
い
て
書
面
議
決

等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ
れ

総
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

良
い
馬
を
作
り
つ
つ
会
員
と

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
た
く
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
、
第
８
回
釧

路
輓
馬
大
会
へ
の
協
賛
、
令

和
２
年
度
事
業
計
画
他
に
つ

い
て
書
面
議
決
等
に
よ
り
全

議
案
承
認
さ
れ
、
総
会
は
滞

り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

江崎会長

對木会長 高橋議長
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「 農 作 業 安 全 祈 願 祭 」開 催
～ 交通事故並びに農作業事故撲滅を祈願!! ～

　

４
月
22
日
、
鶴
居
本
所
で
令
和

２
年
度
釧
路
丹
頂
農
協
農
作
業
安

全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
を
は
じ
め
、
鶴
居

営
農
組
織
代
表
者
協
議
会 

合
田

徳
三
会
長
、
幌
呂
大
型
機
械
利
用

組
合 

大
硲
晋
二
組
合
長
等
各
関

係
機
関
の
代
表
者
が
出
席
し
、
玉

串
奉
奠
等
の
神
事
を
執
り
行
な
い

ま
し
た
。

　

千
葉
専
務
が
「
交
通
事
故
並
び

に
農
作
業
事
故
撲
滅
宣
言
」
を
、

釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会 

藤

澤 

誠
副
会
長
が
「
交
通
安
全
宣

言
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
は
、「
本
日
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
に
よ
り
限
ら
れ
た
出
席
者
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
世
界
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
混
乱
に

陥
っ
て
お
り
ま
す
。
農
作
業
が
本

格
化
す
る
時
期
と
な
り
、
ど
う
し

て
も
心
に
余
裕
が
な
く
な
る
中
で

の
作
業
の
開
始
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
特
に
、
冷
静
さ

を
保
ち
つ
つ
、
少
し
で
も
疲
れ
た

時
に
は
一
休
み
し
、
常
に
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
農
作
業
事
故
・
交

通
事
故
撲
滅
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
を
切
に
望
み
ま
す
。」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

玉串奉奠

事故撲滅を強く訴える武藤組合長
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

普
及
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
で

「
繁
殖
成
績
を
改
善
す
る
取
組
」
に

つ
い
て
、
現
地
事
例
調
査
を
行
っ
た

結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
し
て
、
授
精
師
な
ど

関
係
機
関
が
見
る
「
繁
殖
成
績
が
良

い
農
場
」・「
繁
殖
に
力
を
入
れ
て
い

る
農
場
」
で
、
乳
検
加
入
農
場
を
紹

介
し
て
も
ら
い
釧
路
管
内
６
農
場
を

調
査
し
ま
し
た
。

Ⅰ　

調
査
農
場
の
概
要

Ⅱ　

繁
殖
成
績
と
各
農
場
の
取
組

（
調
査
時
乳
検
成
績
か
ら
）

○
Ａ
農
場

　

繁
殖
記
録
と
個
体
管
理
の
徹
底
に

よ
り
、
平
均
受
精
回
数
1.2
回
、
初
回

授
精
受
胎
率
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
Ｂ
農
場

　

低
受
胎
牛

や
治
療
牛
に

対
し
ビ
タ
ミ

ン
投
与
を
行

い
、
高
乳
量

牛
群
で
平
均

受
精
回
数
2.0

回
と
な
っ
て

い
る
。

○
Ｃ
農
場

　

多
頭
数
飼

育
な
が
ら
、

発
情
発
見
補

助
器
具
に
頼

ら
ず
、
個
体

毎
の
発
情
発

見
を
中
心
に

牛
の
観
察
を

重
要
視
し
て

い
る
。

○
Ｄ
農
場

　

手
作
り
で
繁
殖
管
理
盤
を
作
成
し
、

誰
が
見
て
も
判
る
よ
う
に
繁
殖
管
理

の
情
報
共
有
に
よ
り
効
率
化
を
図
り
、

分
娩
間
隔
399
日
と
な
っ
て
い
る
。

○
Ｅ
農
場

　

自
家
授
精
に
取
り
組
み
、
適
期
授

精
を
実
践
し
、
平
均
分
娩
間
隔
393
日

と
な
っ
て
る
。

○
Ｆ
農
場

　

観
察
に
よ
る
徹
底
し
た
発
情
発
見

を
実
践
し
、
導
入
し
て
い
る
発
情
発

見
補
助
器
具
は
あ
く
ま
で
補
助
的
に

使
用
し
、
分
娩
間
隔
393
日
、
平
均
授

精
回
数
1.8
回
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
抜
粋

Ｑ
発
情
発
見
時
間
を
と
っ
て
い
る
か
。

　

３
農
場
で
時
間
を
決
め
て
発
情
発

見
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
１
日
何
回
発
情
発
見
の
観
察
を
行

っ
て
い
る
か
。

　

１
回
２
農
場
、
２
回
１
農
場
、
３

回
以
上
２
農
場
、
特
に
回
数
は
決
め

て
い
な
い
１
農
場
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
発
情
発
見
の
判
断
は
。

　
「
粘
液
・
挙
動
・
乳
量
低
下
」
３

農
場
、
更
に
「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
の
確
認
を
３
農

場
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
牛
の
観
察
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
。

　
「
前
回
発
情
・
授
精
月
日
」「
排
血

日
」
を
確
認
し
、
発
情
予
定
牛
と
し

て
観
察
す
る
。

Ｑ
妊
娠
鑑
定
方
法
は
。

　
「
Ｐ
Ａ
Ｇ
検
査
」
１
農
場
、「
直
検
」

２
農
場
、「
Ｐ
Ａ
Ｇ
検
査
＋
直
検
」

１
農
場
、「
エ
コ
ー
＋
直
検
」
２
農

場
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ　

共
通
の
傾
向

・
繁
殖
成
績
の
改
善
は
、
経
営
を
良

く
す
る
こ
と
と
捉
え
、
改
善
に
意

欲
的
で
あ
る
。

・
繁
殖
管
理
の
基
本
で
あ
る
記
録
、

情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

・
牛
を
し
っ
か
り
観
察
し
て
い
る
、

も
し
く
は
観
察
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
。

・
発
情
発
見
補
助
器
具
を
導
入
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
に
頼
ら
ず
、
あ
く

ま
で
も
自
分
の
目
で
牛
を
観
察
す

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。

・
補
助
器
具
を
導
入
す
る
も
、「
省

力
化
」、「
精
度
を
高
め
る
た
め
」

な
ど
目
的
が
明
確
で
あ
る
。

Ⅴ　

最
後
に

　

こ
の
課
題
は
継
続
し
て
取
り
組
む

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
ら
情
報
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繁
殖
管
理
事
例
調
査

Ａ農場 Ｂ農場 Ｃ農場 Ｄ農場 Ｅ農場 Ｆ農場

経産牛頭数
　　　（頭） 42 38 130 230 90 70

搾乳牛施設 繋飼 繋飼 ＦＳ ＦＳ ＦＳ 繋飼

１頭当乳量
　　　（kg） 9,238 12,509 10,527 8,405 11,087 9,328

Ａ農場 Ｂ農場 Ｃ農場 Ｄ農場 Ｅ農場 Ｆ農場
経産牛頭数
　　　　（頭） 42 38 130 230 90 70

搾乳牛施設 繋飼 繋飼 ＦＳ ＦＳ ＦＳ 繋飼
1頭当乳量
　　　　（kg）

9,238 12,509 10,527 8,405 11,087 9,328
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労
働
力
確
保
や
施
設
整
備
で
支
援

　

小
林　

農
協
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
、

経
営
的
な
見
通
し
は
な
か
な
か
厳
し
い

が
、
組
合
員
と
向
き
合
い
、
結
集
力
を
高

め
る
こ
と
で
事
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
実
際
に
農
協
で
力
を

入
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
た
い
。

　

佐
藤　

大
切
な
の
は
生
産
力
を
き
ち
ん

と
上
げ
る
こ
と
だ
が
、
う
ち
も
農
家
戸
数

の
減
少
に
伴
っ
て
１
戸
当
た
り
の
耕
作
面

積
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
手
間

が
か
か
る
野
菜
な
ど
が
減
り
、
だ
ん
だ
ん

畑
作
３
品
中
心
の
経
営
に
戻
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
輪
作
の
面
で
も
よ
く

な
い
。
一
番
の
問
題
で
あ
る
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
３
年
前
に
農
作
業
支

援
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
今
は
外
国
人
技

能
実
習
生
と
日
本
人
合
わ
せ
て
15
人
お

り
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
労
働
力
の
不
足
し

て
い
る
農
家
な
ど
が
活
用
し
て
い
る
。

　

ふ
た
つ
め
は
耕
畜
連
携
で
、
う
ち
は
畜

産
が
販
売
高
の
２
割
ほ
ど
し
か
な
い
が
、

条
件
が
悪
い
農
地
を
吸
収
し
て
も
ら
っ
た

り
、安
定
的
に
堆
肥
を
調
達
す
る
上
で
も
、

畜
産
振
興
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

だ
。
そ
こ
を
重
点
的
に
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
酪
農
で
数
千
㌧
規
模
の
牛
舎
を
つ

く
る
構
想
を
立
て
て
か
ら
も
う
５
年
も
た

つ
。
畑
作
地
帯
だ
か
ら
な
か
な
か
場
所
が

な
い
。
そ
の
た
め
、
今
は
離
農
す
る
酪
農

家
の
牛
舎
を
農
協
が
借
り
上
げ
、
そ
こ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
生
産
力
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
地
域

か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
仕
組
み
を
つ
く
る
か
。
黙
っ
て

い
て
は
衰
退
の
道
し
か
な
い
が
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
れ
ば
自
然
と
人
は

集
ま
っ
て
く
る
も
の
だ
。

　

ま
た
、
畑
作
関
係
で
は
新
た
な
輪
作
体

系
の
確
立
と
併
せ
て
「
畑
作
対
策
基
金
」

の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　

宮
本　

わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
は
農
地
の

８
割
が
水
田
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
米
の

生
産
性
を
高
め
、
そ
れ
を
い
か
に
集
荷
し

て
有
利
販
売
し
て
い
く
か
が
農
協
の
使
命

と
考
え
て
い
る
。
１
戸
当
た
り
の
経
営
面

積
は
平
均
16
㌶
と
、
離
農
に
伴
っ
て
こ
の

10
年
間
で
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
米
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
支
援

も
受
け
な
が
ら
新
十
津
川
町
と
浦
臼
町
に

１
カ
所
ず
つ
、
１
万
㌧
の
米
ば
ら
貯
蔵
施

設
が
あ
る
が
、
３
つ
め
の
１
万
㌧
ク
ラ
ス

を
半
乾
ば
ら
施
設
で
整
備
し
た
い
と
い
う

構
想
を
持
っ
て
い
る
。
現
状
の
施
設
規
模

で
は
だ
ん
だ
ん
足
り
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
次
の
策
を
打
た
な
け
れ
ば
組
合
員
の

規
模
拡
大
に
対
応
で
き
な
い
。
遊
休
農
地

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
１
戸
当
た
り
の
面

積
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
農
協
の
使
命

を
果
た
す
上
で
ま
ず
は
施
設
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
国
の
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
人
経
営
型
に
新

十
津
川
町
の
個
人
の
農
園
が
採
用
さ
れ
、

無
人
化
・
省
力
化
に
向
け
た
機
械
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
す
で
に
ド
ロ
ー
ン
や

田
植
え
機
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
連
携
し

て
助
成
金
対
応
の
中
で
導
入
を
進
め
て
お

り
、
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
地
域

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
れ

ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
地
域

の
作
付
面
積
を
維
持
し
、
生
産
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
総
合
事
業

の
中
で
、
金
融
や
共
済
、
経
済
事
業
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
だ
。

　

ま
た
、
地
方
の
農
協
は
、
行
政
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
体
の
組
織
、
社
会
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
的
な
組
織
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
町
の
政
策
と
共
同
で

事
業
展
開
を
し
た
り
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
の

取
り
組
み
に
行
政
に
入
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
こ
は
相
互
に
参
画
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
も
要

請
が
あ
れ
ば
、
農
協
事
業
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
く
て
も
、
組
織
体
を
つ
く
っ
て

行
政
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
し
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政
面
を
含
め
、
農

協
の
事
業
に
対
し
て
行
政
か
ら
支
援
を
い

た
だ
け
る
部
分
も
あ
る
。

ＪＡグループ北海道座談会　持続可能なＪＡの事業運営を考える ●下
【出席者】
小林　国之
　北海道大学大学院農学研究院准教授
柴田　倫宏
　ＪＡ北海道中央会専務理事
宮本　英靖
　ＪＡピンネ代表理事組合長
佐藤　正昭
　ＪＡこしみず代表理事組合長

出典：『北海協同組合通信2020新春特集号』
「持続可能なＪＡの事業運営」北海道協同組合通信社

7



生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費

　

小
林　

農
協
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
増
え
る
一
方
で
、
経
営
の

効
率
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
北
海
道
の
農
協
は
、
例
え
ば
生
活

店
舗
を
外
部
化
し
た
り
、
人
件
費
な
ど
の

事
業
管
理
費
を
削
減
し
な
が
ら
、
何
と
か

経
営
の
合
理
化
を
進
め
て
き
た
と
思
う

が
、
今
後
を
考
え
る
と
、
事
業
の
外
出
し

も
あ
る
程
度
終
わ
り
、
人
件
費
の
削
減
も

限
界
に
き
て
い
る
。加
え
て
国
か
ら
は「
働

き
方
改
革
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
ど
う
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
も
課
題
。
実
際
問
題
と
し
て
こ

れ
以
上
、
人
を
減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
だ
ろ
う
。

　

宮
本　

逆
に
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
、
す
で
に
米
の
調
製
施
設
な
ど

は
、
働
き
方
改
革
に
対
応
す
る
た
め
、
２

班
か
ら
３
班
体
制
に
変
更
し
て
お
り
、
青

年
部
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
何

と
か
人
手
を
確
保
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

加
え
て
事
業
管
理
費
も
上
が
る
。
特
に

大
き
い
の
は
管
理
部
門
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

で
、
す
べ
て
に
お
い
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
、
ひ
と
り
で
対
応
し
て
は
い
け
な

い
、
行
動
す
る
と
き
も
２
～
３
人
で
動
く

よ
う
に
と
の
監
査
指
導
が
入
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
る
人
件
費
の
上
昇
が
大
き
い
。

　

佐
藤　

事
業
管
理
費
は
間
違
い
な
く
上

が
る
。
下
が
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
特

に
、
農
作
業
支
援
事
業
な
ど
を
や
る
と
農

協
全
体
で
抱
え
る
コ
ス
ト
は
上
が
っ
て
い

く
。
加
え
て
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、

地
方
に
は
な
か
な
か
良
い
人
材
が
集
ま
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
大
学
と
連
携

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
り
な
が
ら

人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
こ

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
女
性
職
員

も
か
つ
て
は
８
割
が
準
職
員
だ
っ
た
が
、

も
う
正
職
員
で
な
け
れ
ば
定
着
は
望
め
な

い
。
社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
資

格
試
験
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
段
階
的

に
正
職
員
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ

ろ
う
。

　

宮
本　

う
ち
も
準
職
で
採
用
し
て
も
、

初
級
の
資
格
を
取
れ
ば
３
年
後
に
は
正
職

員
の
道
を
約
束
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
試
験

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
お
り
、
正

職
員
に
な
っ
た
後
は
管
理
部
門
以
外
も
経

験
さ
せ
る
よ
う
人
事
も
合
わ
せ
て
対
応
し

て
い
る
。

　

小
林　

事
業
管
理
費
の
上
昇
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
だ
が
、
こ
し
み
ず
の
農
作
業

支
援
事
業
な
ど
は
ま
さ
に
農
家
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
。今
後
、

部
門
と
し
て
の
収
益
性
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　

佐
藤　

そ
こ
が
問
題
だ
。
派
遣
先
の
農

家
個
々
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
く
が
、

支
援
事
業
は
こ
れ
か
ら
先
、
農
協
の
基
幹

的
な
事
業
に
な
る
と
思
う
。
そ
こ
は
将
来

的
に
営
農
指
導
の
対
価
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
同
時
に
、
町
の
基
幹
産
業
を

育
て
る
た
め
に
は
行
政
の
支
援
も
い
た
だ

き
た
い
。
酪
農
の
法
人
化
の
話
も
、
町
と

農
協
が
出
資
す
る
形
で
、
し
っ
か
り
経
営

管
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
掛
か
る
コ
ス
ト
に
つ
い

て
も
内
部
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
性
を
上
げ
る
た

め
に
必
要
な
経
費
だ
と
い
う
こ
と
を
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
け
れ
ば
で
き

る
話
で
は
な
い
。
今
こ
そ
協
同
組
合
と
し

て
、
組
合
員
に
も
意
識
変
革
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
ろ
う
。

　

小
林　

農
協
の
仕
事
は
農
産
物
の
販
売

な
ど
目
に
見
え
る
事
業
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
が
経
費
で
い
う
と
事
業
管
理
費
と
し

て
出
て
く
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
ど
こ
か

の
段
階
で
、
手
数
料
や
賦
課
金
の
あ
り
方

を
含
め
、
農
協
の
営
農
指
導
事
業
と
は
何

か
と
い
う
話
を
整
理
し
て
、
個
々
の
農
協

で
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
、
そ
れ
を
や
る
た

め
に
は
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
の

か
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
議
論
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

宮
本　

実
は
、
う
ち
は
２
０
０
８
年
ま

で
営
農
賦
課
金
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ

た
。
旧
新
十
津
川
農
協
は
賦
課
金
が
な

か
っ
た
の
で
、
98
年
の
３
農
協
合
併
の
折

に
、
合
併
し
て
も
賦
課
金
は
も
ら
わ
ず
、

そ
の
た
め
営
農
指
導
に
か
か
る
資
金
は
総

合
事
業
の
中
で
や
り
く
り
し
て
い
た
が
、

営
農
渉
外
課
を
設
け
た
の
を
き
っ
か
け
に

賦
課
金
を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
水
準
は

空
知
管
内
の
平
均
で
組
合
員
１
人
当
た
り

１
万
円
、
水
田
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
円

で
、
６
万
円
が
上
限
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

組
合
員
か
ら
大
き
な
反
対
も
な
く
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

佐
藤　

う
ち
も
賦
課
金
は
も
ら
っ
て
い

る
が
、
施
設
を
建
て
る
と
き
に
出
資
金
は

も
ら
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
。
農
協
経
営
の

中
で
し
っ
か
り
内
部
留
保
し
、
自
分
た
ち

の
努
力
で
や
る
と
い
う
方
針
だ
っ
た
か

ら
。
た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
言
っ

て
い
ら
れ
な
い
時
期
が
く
る
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
手
数
料
そ
の

も
の
を
上
げ
る
の
は
無
理
だ
と
思
う
が
、

コ
ス
ト
と
し
て
掛
か
る
も
の
は
い
た
だ
く

と
い
う
形
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
も
ら
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
う

ち
は
事
業
分
量
配
当
で
毎
年
約
１
億
円
を

組
合
員
に
戻
し
て
い
る
。
３
０
０
戸
強
だ

か
ら
１
戸
平
均
30
万
円
ほ
ど
だ
が
、
そ
れ

を
経
営
主
の
退
職
金
と
し
て
積
ん
で
い

る
。
10
年
た
て
ば
３
０
０
万
円
、
20
年
た

て
ば
６
０
０
万
円
に
な
る
。
農
家
に
は
退

職
金
制
度
が
な
い
の
で
、
農
家
の
経
営
管

理
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
う
い
う
仕
組
み
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も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税

金
対
策
も
同
じ
で
、
相
続
や
贈
与
税
な
ど

総
合
的
な
税
対
策
と
な
る
と
あ
ま
り
準
備

し
て
い
な
い
人
も
多
く
、
農
協
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。
農
家
の
経
営
を

守
る
た
め
に
は
そ
う
い
う
仕
組
み
も
必
要

だ
し
、
農
協
の
経
営
に
と
っ
て
も
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

　

柴
田　

今
回
の
事
業
基
盤
に
関
す
る
検

討
に
関
し
て
は
、
農
水
省
も
全
国
の
農
協

に
対
し
、
営
農
指
導
を
含
め
た
経
済
事
業

を
黒
字
化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、

最
近
は
赤
字
だ
か
ら
す
べ
て
だ
め
だ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
農
協
が
総
合
事
業
を

や
っ
て
い
く
中
で
、
全
体
と
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
言
い
方
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
経
済
事
業
は
黒
字
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
本
来
の
思
い
は
あ
り

つ
つ
も
、
例
え
ば
都
市
型
農
協
な
ど
で
あ

れ
ば
、
黒
字
ま
で
い
か
な
く
て
も
賦
課
金

を
も
ら
う
こ
と
で
「
き
ち
ん
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
」と
言
え
る
の
な
ら
、

外
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
う
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
。
当
然
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
は
厳
し
い

対
応
に
な
る
が
、
農
水
省
内
で
も
少
し
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
わ

れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
れ
に
沿
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

そ
の
中
で
金
融
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
が

厳
し
い
と
い
う
の
は
共
通
し
た
課
題
で
あ

り
、
こ
の
先
も
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を

確
立
す
る
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
が
自

分
た
ち
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
奨
励

金
な
ど
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
各
農
協
で

毎
年
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
中
央
会
も
そ
れ
を
共
有
し
、
収
支

の
改
善
見
通
し
や
安
定
的
な
収
支
を
確
保

す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、

そ
の
農
協
に
合
わ
せ
た
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
間
、
農
協
改
革
な
ど
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

農
協
に
対
す
る
社
会
の
意
識
も
変
わ
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
江
藤
農
水
大
臣

の
就
任
あ
い
さ
つ
で
も
、
こ
れ
だ
け
全
国

で
災
害
が
毎
年
あ
る
中
で
、
地
域
の
Ｊ
Ａ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
経
済
事

業
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
を

き
ち
ん
と
評
価
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
発

言
し
て
い
た
し
、
併
せ
て
家
族
経
営
の
位

置
づ
け
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
提

起
も
し
て
い
た
。
時
の
大
臣
が
あ
あ
い
う

発
言
を
し
た
の
は
重
要
な
こ
と
。
潮
目
が

変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。

　

佐
藤　

農
水
省
も
農
協
改
革
の
中
で
農

協
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
こ
と
を

や
っ
て
き
た
が
、
中
身
を
よ
く
調
べ
て
み

る
と
、
逆
に
協
同
組
合
が
地
域
で
ど
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
の
か
、
見
え
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
私
自
身
、
自
分
た
ち

が
進
ん
で
い
る
道
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
、

正
し
か
っ
た
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
。

　

小
林　

こ
れ
か
ら
は
「
正
し
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
声
に
出
し
、
内
外

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
ろ
う
。
全
国
の
農
協
で
も
組
合
員
と

の
対
話
と
し
て
職
員
訪
問
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ピ
ン
ネ
の
営

農
渉
外
課
や
こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
驚
か
れ

る
事
例
だ
と
思
う
。
中
央
会
と
連
携
し
、

北
海
道
か
ら
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
小
清
水
で
は
農

作
業
支
援
事
業
に
人
を
呼
ぶ
た
め
ラ
ジ
オ

番
組
な
ど
の
媒
体
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て

発
信
し
て
い
る
。

　

佐
藤　

や
る
ほ
う
は
大
変
だ
が
、
ラ
ジ

オ
を
聞
い
て
実
際
に
人
が
来
て
く
れ
れ
ば

達
成
感
が
あ
り
、ま
た
頑
張
ろ
う
と
な
る
。

そ
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
思
う
。

　

農
作
業
支
援
事
業
に
関
し
て
も
、
町
内

で
廃
校
に
な
っ
た
高
校
の
跡
地
を
活
用
し

て
拠
点
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
今
動
い
て
い

る
が
、
そ
の
構
想
を
上
げ
て
き
た
の
は
職

員
。
か
な
り
大
き
な
施
設
だ
し
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
こ
れ
は
大
変
だ

と
思
っ
た
が
、
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い

く
と
形
が
で
き
て
く
る
。
や
ら
な
け
れ
ば

何
も
生
ま
れ
な
い
が
、
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
何
か
が
生
ま
れ
る
。
衰
退
よ
り
は
何
か

す
る
こ
と
。
そ
れ
を
職
員
が
自
分
た
ち
で

考
え
て
提
案
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
心
を
打

た
れ
た
。
総
代
会
で
反
対
さ
れ
れ
ば
で
き

な
い
が
、農
協
は
そ
う
い
う
組
織
で
あ
り
、

組
合
員
が
受
け
止
め
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
う
。

　

柴
田　

職
員
の
思
い
が
そ
の
よ
う
な
形

で
積
み
上
が
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
理
事

者
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
頑
張
る
。
そ
う
し
た
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
積
み
上
げ
が
、
協
同
組
合
運
動
の
原

点
と
い
う
気
が
す
る
。

事
業
間
連
携
な
ど
結
び
付
き
柔
軟
に

　

小
林　

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
と

い
う
こ
と
で
私
が
感
じ
て
い
る
の
は
、
今

は
北
海
道
に
１
０
８
Ｊ
Ａ
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
少
し
合
併
が
進
む
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
が
、
例
え
ば
事
業
間
連
携
な
ど
、
Ｊ

Ａ
同
士
が
も
っ
と
有
機
的
に
結
び
付
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
面
で
は
事
業
管
理

費
を
削
減
し
た
り
、
販
売
面
で
は
よ
り
機

敏
な
対
応
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

佐
藤　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
14
農
協
あ

り
、
う
ち
を
含
め
て
合
併
は
そ
れ
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
管
内
14
農

協
が
連
携
し
、
共
通
の
課
題
を
持
ち
寄
り
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な
が
ら
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
事

業
間
連
携
に
関
し
て
言
え
ば
、
う
ち
に
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
が
あ
る
。
小
さ
な
農

協
は
人
材
確
保
が
大
変
な
の
で
、
各
農
協

で
は
で
き
な
い
よ
う
な
事
業
の
中
身
を
精

査
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
材
を
オ

ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
に
集
め
、
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
全
道
的
な
課
題
に
は
中

央
会
が
対
応
し
て
く
れ
る
が
、
管
内
特
有

の
悩
み
と
い
う
の
も
あ
る
。
農
協
の
駆
け

込
み
寺
で
は
な
い
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協

連
を
核
に
し
て
、
単
体
の
農
協
事
業
の
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
全
体
で
地
域
を

守
り
、
共
有
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ラ
ン
ド
を

大
切
に
育
て
て
い
く
と
い
う
、
も
っ
と
広

い
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば

だ
め
だ
と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
相
互

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
見
て
い
る
組
合
員
に
も
、
協

同
組
合
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
切
さ
が
自

然
と
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

宮
本　

う
ち
も
事
業
連
携
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
空
知
地
域
の

Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
、
Ｊ
Ａ
新
す
な
が
わ
、
ピ

ン
ネ
の
３
農
協
の
間
で
選
果
施
設
の
共
同

利
用
を
検
討
し
て
き
た
。
青
果
物
な
ど
の

選
果
施
設
は
各
農
協
で
持
っ
て
い
る
が
、

水
田
の
規
模
拡
大
に
伴
い
、
ど
こ
の
農
協

も
野
菜
の
生
産
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
た
め
３
農
協
で
事
業
連
携

を
組
み
、
共
通
す
る
品
目
の
選
果
施
設
を

共
有
化
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
５
年

前
に
提
案
し
、
最
初
に
花
き
の
集
荷
・
選

果
施
設
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
の
花
を
う
ち
の
施
設
で
選

別
し
、
産
地
も
し
っ
か
り
明
記
し
な
が
ら

出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
が
広
域
の
事
業
連
携
で
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分

で
も
何
と
か
中
空
知
３
農
協
で
事
業
連
携

が
組
め
な
い
か
と
い
う
提
案
を
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
ア
ス
パ
ラ
、
い
ん
げ
ん

な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で
小
規
模
な

施
設
を
持
っ
て
い
る
が
、
地
域
で
連
携
が

取
れ
な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。
時
間
は

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
規
模
が
縮
小

し
て
施
設
を
維
持
で
き
な
く
な
る
前
に
、

何
と
か
２
つ
、
３
つ
の
事
業
連
携
を
形
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
組
合
員

の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

　

佐
藤　

施
設
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

だ
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
つ
く
っ
た
が
、
あ
れ
は
実
現
す

る
ま
で
に
５
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
管
内

の
で
ん
粉
工
場
の
再
編
も
同
じ
で
、
よ
う

や
く
ひ
と
つ
区
切
り
が
つ
く
が
、
こ
れ
は

10
年
か
か
っ
た
。
一
度
ま
と
ま
れ
ば
行
政

な
ど
の
支
援
も
得
ら
れ
る
が
、
や
は
り
わ

が
町
、
わ
が
農
協
と
い
う
思
い
が
あ
る
か

ら
時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ

ひ
ど
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
先
の
話

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。

　

柴
田　

厳
し
く
な
ら
な
い
と
ま
と
ま
っ

て
い
か
な
い
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
そ
の

と
お
り
で
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

捉
え
な
い
と
、
事
業
間
連
携
な
ど
の
話
は

出
て
こ
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
農
協
合
併

に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の
よ
う
に
ど
ん
ど

ん
進
め
れ
ば
い
い
と
は
思
わ
な
い
し
、
皆

さ
ん
が
考
え
た
結
果
が
単
独
で
の
総
合
事

業
体
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
体
制
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
各

農
協
や
地
域
で
考
え
る
土
壌
が
出
来
つ
つ

あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス

だ
と
感
じ
る
。
そ
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
間
連
携
も
あ
れ
ば
、
施
設
の
効
率

利
用
も
あ
る
。
そ
れ
を
ど
の
範
囲
で
や
る

の
か
。
地
域
や
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
よ
う
な
地
区
単
位
で
や
る
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
中
空
知
の
よ
う
な
農
協

単
位
で
や
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う

皆
さ
ん
の
協
議
の
場
に
、
わ
れ
わ
れ
中
央

会
や
ホ
ク
レ
ン
、
信
連
な
ど
連
合
会
が
入

り
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
を
北

海
道
全
体
で
考
え
直
し
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
を
圧
縮
し
て
い
け
る
よ
う
、
中
央
会
と

し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
持
続
可
能
な
事
業
運

営
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
で
出
て
き
て
い

る
の
は
、
金
融
店
舗
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
集
約
化

な
ど
を
通
じ
て
浮
い
た
人
員
を
対
話
型
の

業
務
に
回
す
と
い
う
の
が
大
き
な
柱
に

な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
ピ
ン
ネ

の
営
農
渉
外
課
な
ど
は
ま
さ
に
そ
れ
だ

し
、
こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事
業
を
含

め
、
全
国
の
動
き
を
先
取
り
し
た
取
り
組

み
が
道
内
で
動
い
て
い
る
と
言
え
る
。
北

海
道
か
ら
も
こ
う
し
た
事
例
を
積
み
上

げ
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

小
林　

こ
れ
ま
で
組
織
基
盤
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
最
初
に
合
併
目
標
を
掲
げ
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
北
海
道
も
や
っ
て
き
た

が
、今
は
各
Ｊ
Ａ
の
考
え
方
を
最
優
先
し
、

単
独
で
い
く
の
で
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
っ
て

い
る
。
そ
こ
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
な

が
ら
、
農
協
の
あ
り
方
を
も
う
少
し
広
い

視
野
か
ら
柔
軟
に
考
え
て
い
け
れ
ば
、
Ｊ

Ａ
と
い
う
の
は
十
分
に
持
続
可
能
な
存
在

で
あ
り
、
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
部
分

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に

自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
つ
つ
、
ま
ず
は

組
合
員
や
地
域
の
人
た
ち
に
理
解
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
外
に
も
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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　2008年度から全国の子どもたちに向けて食農
教育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教
育応援事業」を展開しています。本事業の一環
として、子どもたちが食・環境と農業への理解
を深めるきっかけとなることを願い、小学５年
生を中心とする高学年向けの補助教材「農業と
わたしたちのくらし」を作
製しています。道内におい
ては、本年度、約５万部の
冊子とＤＶＤを全道の小学
校へ贈呈いたしました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。年３回発行しており、様々な
医療・健康情報を
発信しております。
ホームページにも
バックナンバーを
掲載しております
ので、是非ご一読
ください。

　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全
に。『おうち時間を充実させよう！』」をテーマ
に、ＪＡ共済のホームページに様々なお役立ち
コンテンツをご用意しております。コンテンツ
は、〇おうちでできる健康増進活動　〇おうち
でじっくり、交通安全を学ぼう　〇おうちの防
犯、コロナ詐欺が増えています　〇健康・介護
ほっとラインをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ご
していただく」、「子ども
たちが楽しく交通ルール
を学べる」取組みとして
ぜひご活用ください。

　ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、新型
コロナウイルスの感染拡大が深刻化した４月下旬
から５月にかけて、医療スタッフへの感謝と、子ど
もたちの健康増進を願う気持ちを込めて、道内医
療機関や札幌市内の保育園、幼稚園などに200ml
パック換算で計16万本相当の牛乳を無償で提供
しました。またホクレンは、厳しい社会状況の中で
も、ひたむきに農作業を続ける道内生産者の姿を
伝えようと、ホクレンアン
バサダーの森崎博之さん
を起用したテレビCM＝写
真＝を制作、道内民放各
局で放映しました。

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、５月13日に北海道農協
酪農畜産対策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大
に関する対応、及び令和３年度酪農畜産政策・価格対策に向けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の
最大化を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な対策を継続して要請することとしました。
　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討
議の内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向
けた政策提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルス
による国内経済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・乳製品
の需要低下が懸念されることから、酪農生産基盤を棄損させないよ
う国の緊急対策も踏まえ、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要
請することを確認しました。



店舗名変更のお知らせ

　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
　この度、当組合は事業体制の見直しにより、店舗名を下記のとおり変更
させていただきますのでお知らせいたします。
　何卒ご理解と変わらぬご利用を賜りますようお願い申し上げます。

変更日　令和２年６月１５日（月）より

変 更 前 変 更 後

本　　　所 本　　　店

幌 呂 支 所 幌 呂 支 店

白 糠 支 所 白 糠 支 店

音 別 支 所 音 別 支 店

※金融機関コードの変更はございません。
※�お持ちの貯金通帳・証書、共済に係る証書は店舗名変更後も引き続きご
利用いただけます。

※ご不明な点がございましたら、お取り扱い店舗までお問い合わせください。
鶴居本所
　金融課・融資課・共済課

085-1206
阿寒郡鶴居村鶴居東４丁目45番地 0154－64－2313

幌呂支所　金融共済課 085-1141
阿寒郡鶴居村幌呂西３丁目15番地 0154－65－2311

白糠支所　金融共済課 088-0301
白糠郡白糠町東1条南１丁目２番地２ 01547－2－2183

音別支所　金融共済課 088-0115
釧路市音別町本町１丁目15番地 01547－6－2111
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　幌呂支所から
金融窓口・ＡＴＭ等業務変更のお知らせ　

　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
　この度、幌呂支所金融店舗は少人数の職員により、効率的かつ安全性の
高い店舗運営を実施するため、令和２年６月15日（月）より下記の通り営
業時間を含めた業務内容を変更させていただきます。
　ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上
げます。

変更日　令和２年６月１５日（月）より

　　 ■窓口営業時間の変更について
変　更　前 変　更　後

平　日　９：００～１５：００ 平　日
〈午前の営業〉　９：００～１２：００

　　　〈午後の営業〉１３：００～１５：００

※12：00 ～ 13：00は昼休みとし、窓口を閉鎖させていただきます。
※店舗内設置のＡＴＭは昼休み時間中もご利用いただけます。

　　 ■店舗内設置のＡＴＭ土曜日お休みについて
変　更　前 変　更　後

平　日　９：００～１７：００ 平　日　変更ありません
土曜日　９：００～１４：００ 土曜日　　　お休み

■融資の取り扱いについて

　各種ローン、農業向け融資、その他融資のお申込みは本店（母店）にて対応いたします。

■ＪＡ共済の取り扱いについて

　引き続き窓口にて取り扱いいたしますが、一部のお手続きにつきましては本店（母店）に
て対応いたします。

※ご不明な点がございましたら、対象店舗または母店までお問い合わせください。

対象店舗 幌呂支所金融店舗 085-1141
阿寒郡鶴居村幌呂西３丁目15番地 0154－65－2311

対象店舗の母店 本所金融店舗 085-1206
阿寒郡鶴居村鶴居東４丁目45番地 0154－64－2313
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　音別支所から
　　金融窓口・ＡＴＭ等業務変更のお知らせ　
　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
　この度、音別支所金融店舗は少人数の職員により、効率的かつ安全性の
高い店舗運営を実施するため、令和２年６月15日（月）より下記の通り営
業時間を含めた業務内容を変更させていただきます。
　ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上
げます。

変更日　令和２年６月１５日（月）より

　　 ■窓口営業時間の変更について
変　更　前 変　更　後

平　日　９：００～１５：００ 平　日
〈午前の営業〉　９：００～１１：３０

　　　〈午後の営業〉１２：３０～１５：００

※11：30 ～ 12：30は昼休みとし、窓口を閉鎖させていただきます。
※店舗内設置のＡＴＭは昼休み時間中もご利用いただけます。

　　 ■店舗内設置のＡＴＭ土曜日お休みについて
変　更　前 変　更　後

平　日　９：００～１７：００ 平　日　変更ありません
土曜日　９：００～１４：００ 土曜日　　　お休み

■融資の取り扱いについて

　各種ローン、農業向け融資、その他融資のお申込みは白糠支店（母店）にて対応いたします。

■ＪＡ共済の取り扱いについて

　引き続き窓口にて取り扱いいたしますが、一部のお手続きにつきましては白糠支店（母店） 
にて対応いたします。

※ご不明な点がございましたら、対象店舗または母店までお問い合わせください。

対象店舗 音別支所金融店舗 088-0115
釧路市音別町本町１丁目15番地 01547－6－2111

対象店舗の母店 白糠支所駅前金融店舗 088-0301
白糠郡白糠町東1条南1丁目2番地2 01547－2－2183
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金融・共済・Ａコープの窓口・レジにて
新型コロナウイルス感染予防対策 実施中

各窓口・レジにアクリル板及びビニールシートを設置しております。
お客様には、大変ご不便をお掛け致しますが

何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
金融窓口 共済窓口 Ａコープレジ

※Jミルクホームページより転載

定番の具材でも基本の卵液で減塩茶碗蒸しに

はまぐりと菜の花の鉢蒸し・苺の牛乳甘酒
「だし＋しょうゆ」を「牛乳＋めんつゆ」にすることで減塩に！
【作り方】
① ボウルに卵を割り入れてよく溶き、牛乳、めん
つゆを合わせる。

② はまぐりは殻をこすりあわせてよく洗い、酒蒸
しにする。貝を取り出して残った汁はペーパー
タオルで漉して①に加える。

③ 器に貝と菜の花を入れて①を注ぎ、ラップをか
ける。

④ 蒸し器（深めの鍋などでも可）に湯を沸かし、
③を入れて強火で３～５分間、弱火に変えて10
分間蒸す。

※器の大きさ、材質により加熱時間は変わります。

今月のミルク
レシピ

材　　料（２人分）
基本の卵液
　・卵	 	 	 １コ
　・牛乳	 	 	 180ml
　・めんつゆ（３倍濃縮）	 小さじ１
はまぐり	 	 	 ８コ
酒	 	 	 大さじ２ 
菜の花（下ゆでして３㎝長さに切る）	 50g

苺の牛乳甘酒（2人分）
牛乳1本（180ml）と甘酒100mlを鍋に加えて温め、
フォークでつぶしたいちご5粒を入れて混ぜる。
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今回の答えは7月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2020年6月25日まで
　当選者の発表は7月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

4 5 8 10 11５月号の答え

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ６月の答え

・つぶやきコーナー

・鈴木 重行 さん ・菊池 英子 さん ・千葉 悠生 さんおめでとうございます!! 5月号の当選者

　　　　　　　　　　（ココ＆くろさん）
新型コロナ、参りましたネ。酪農界にもじわじわ影
響出てます。心配です。（Ｓさん）
道路のカーブ、出入口等の支障木をなくしましょ
う。� （Ｙさん）
皆さんカッコーの声聞きましたか？カッコーが鳴く
と私は牛と畑とおお忙し（私だけかな？）今年も無
農薬有機で頑張ります！� （ニャンコバーバさん）
特別定額給付金をいただいてもすぐ、右、左に出ていき
ますね（車税とかその他）大満足できる食事がしたいで
すね。これは私だけでしょうか…� （Ｍさん）
臨時休校中は、グラタンやホットケーキなど牛乳を
使った料理に挑戦していました！� （Ｔさん）

４ メロンの大きさが違う　５ 冠の形が違う　８ 舌を出している
10 ズボンにステッチがない　11 メロンが１個少ない
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 新型コロナウイルス感染症における「緊急事態宣言」が全都道府県で解除されました。
ニュースでは、解除されたとはいえ感染者の発生と死亡者数が日々報道され続けておりま
す。今後このウイルスとどう向き合っていくのか全国的な取り組みとして「感染症まん延防
止対策」や「新しい生活様式の実践方法」などが提案されております。北海道でも道民
に対し、改めて基本となる「マスク・手洗い・咳エチケットの徹底」から他にも様 な々事
項について要請が出ており、今後益々その対応や実践などが求められます。

■令和２年度 　生乳生産実績（4月）
月計乳量（kg） 4月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,452,427.6 100.7 8,452,427.6 100.7
鶴 居 地 区 3,224,804.9 101.9 3,224,804.9 101.9
幌 呂 地 区 2,270,430.6 102.4 2,270,430.6 102.4
白 糠 地 区 1,567,488.5 94.2 1,567,488.5 94.2
音 別 地 区 1,389,703.6 103.4 1,389,703.6 103.4

管 内 計 44,385,230.4 102.8 44,385,230.4 102.8
（前年度管内計） 43,186,654.0 43,186,654.0

ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

理　事　会　報　告
4月臨時理事会　令和2年4月17日（金）
報告事項　�
１．�㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査

報告について
２．�新型コロナウイルス感染症対策本部設

置要領について
付議事項　�
議案第１号　�みのり監査法人の監査結果に

ついて
議案第２号　�令和元年度（決算）にかかる

監事監査の結果について

議案第３号　�令和元年度（第１４年度）貸借
対照表、損益計算書および注
記表並びにみのり監査法人の
監査および監事の監査報告の
承認について

議案第４号　�令和元年度（第１４年度）事業
報告、剰余金処分案の承認に
ついて

議案第５号　�役員責任調査委員会の設置に
ついて

4月定例理事会　令和2年4月28日（火）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．理事に対する資金の貸付報告について
６．�子会社の決算状況および監事の監査報

告について
付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　不良債権の処理方針について

議案第３号　諸規程の一部変更について
議案第４号　固定資産の取得について
議案第５号　�子会社の令和２年度事業計画

の策定について
議案第６号　�令和元年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業の承
認について

その他協議事項　�
１．役員責任調査委員会の結果について
２．第１４回通常総会の議事運営について
３．当面の業務日程について

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

矢　口　昌　美 管理部 管理課企画管理係 幌呂支所 金融共済課金融共済係
山　村　正　幸 幌呂支所 金融共済課長 音別支所 金融共済課長
矢　部　哲　也 白糠支所 金融共済課長 白糠支所 金融共済課長兼金融共済係長
池　田　直　哉 白糠支所 金融共済課金融共済係長 音別支所 金融共済課金融共済係長
石　井　公　道 音別支所 金融共済課長兼総務係 幌呂支所 金融共済課長
松　本　典　子 音別支所 営農課営農係 音別支所 金融共済課金融共済係兼総務係

（令和２年６月１日付）


